
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

ブライダルコーディ
ネート技能検定（3

級）
③ 53 32

人
人
人
％

■卒業者に占める就職者の割合

％

（令和 2

5 名 5 ％

■中退防止・中退者支援のための取組

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
　・ホスピタリティ特待生制度 ： 入学時ならびに2年進級時に能力・人格ともに優れており、他の模範となる学生を特待生として選出。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　授業料の一部を免除する制度。

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無

学生面談において、学生状況の把握を行い早期解決に向けた取り組みを行う。保護者面談等を実施し、全教職員で学生システム及び会議
内で共有し、各室連携して対応に当たる。なお、経済的理由の場合には、各学期において夜間部への転科を認めており、クラス不適合等の
場合は、夜間部を含めた転科（コース）を認める場合がある。また、学生相談のためのスクールカウンセラーを配置し、学外においてカウンセ
リングの場を提供している。

令和2年4月1日時点において、在学者96名（令和2年4月1日入学者を含む）
令和3年3月31日時点において、在学者91名（令和3年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

ブライダル業界への就職意欲喪失 5人

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://www.ithb.ac.jp/course/bridal/

■就職率　　　　　　　　　： 100

令和3年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
専任の就職担当による徹底した個別指導を通じて、各学生の
希望や特性に合った企業紹介から進路決定に至るまで一貫
指導を行う。就職活動を成功に導くための各種プログラム及
び教育課程を編成している。

■卒業者数 51
■就職希望者数 48

■主な就職先、業界等（令和1年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

ブライダル業界等
（令和2年度卒業者に関する令和3年5月1日時点の情報）

： 94
■その他
なし

年度卒業者に関する

■就職者数 48

ライフケアカラー検
定（２級）

③ 50 28

フォーマルスペシャ
リスト検定（準２級）

③ 41 37

■自由記述欄
なし

長期休み
■夏期 ：   8月  1日～8月31日
■冬期 ： 12月26日～1月  5日
■春期 ：   3月21日～4月10日

卒業・進級
条件

1. 【卒業】各科で規定する卒業基準単位を取得する。
　 【進級】各学期における各科規定単位を全て取得する。
2. 所定の期日までに学費を納入する。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 ・生徒会組織（SAM)によるイベント立案、実行

・小学生職業体験会（キッズハッピープロジェクト）の
　サポートスタッフ
・スポーツ大会実行委員
・学園祭実行委員

各期においてクラス担任による面談を実施。その他、随時必
要に応じて個人面談及び保護者面談も行う。学生状況は全職
員に学生システム及び会議内で共有され、各室連携し、対応
する。 ■サークル活動： 有

学期制度
■前期 ：   4月1日～9月30日
■後期 ： 10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
各学年、各学期毎に評価試験・出席率・平常点に基づいて
行う。成績の評定は、A=優・B=良・C＝可・D＝不可・Q=再認
定で行い、A～C・Q評価を「認定」、D評価を「不認定」とす
る。4段階評価が困難な場合には、R評価を「認定」、D評価
を「不認定」とする。不認定となった科目で再評価されたもの
はQ評価とする。

160人 78人 0人 26人の内数5人 104人の内数34人 130人の内数39人

0 0
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
1770 330 1260 180

認定年月日 平成30年2月28日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

商業実務 商業実務専門課程 ブライダル科ウエディングプランナーコース 平成27年2月19日 -

学科の目的
企業と連携して行う授業科目を取り入れ、業界全般の専門知識、技術力、ホスピタリティ・マインドを身に付ける教育課程とし、即戦力として活躍する意思
と能力を持った人材を育成し、多様化し続ける業界に対応できる逞しい人材を輩出することを目的とする。

043-242-0467
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人中村学園 昭和41年8月15日 中村 洋子
〒260-0021　千葉県千葉市中央区新宿2-14-13

（電話）

国際トラベル・ホテル・ブ
ライダル専門学校

平成5年3月25日 矢口 博士
〒260-0021　千葉県千葉市中央区新宿2-11-12

（電話） 043-242-0466

（別紙様式４）

令和 3年 6月 25日※1
（前回公表年月日：令和2年7月31日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



種別

①

③

③

③

③

③

③

③

③

③

③

③

①

（年間の開催数及び開催時期）

風間 昭彦 ホテルニューオータニ幕張
令和3年4月1日～

令和5年3月31日（2年）

山下 裕乃 株式会社オータパブリケイションズ
令和3年4月1日～

令和5年3月31日（2年）

飛田 和子 公益社団法人日本ブライダル文化振興協会
令和2年4月1日～

令和4年3月31日（2年）

磯辺 真紀江 一般財団法人成田空港振興協会
令和3年4月1日～

令和5年3月31日（2年）

山田 将人 株式会社エコーパートナーズ
令和3年4月1日～

令和5年3月31日（2年）

加藤 哲也 シティパークアンドサービス株式会社
令和3年4月1日～

令和5年3月31日（2年）

伊藤 弘美 イオンモールキッズドリーム合同会社
令和3年4月1日～

令和5年3月31日（2年）

石井 光彦 株式会社旅行綜研
令和3年4月1日～

令和5年3月31日（2年）

鈴木 繁 株式会社ジャッツ 成田空港事務所
令和2年4月1日～

令和4年3月31日（2年）

【令和2年度】

第2回 ： 令和3年3月8日（月）　13：30-15：30

第2回 ： 令和4年1月24日（月）　13：30-15：30　予定

【令和3年度】

第1回 ： 令和2年7月20日（月）　10：30-12：30

第1回 ： 令和3年9月9日（木）　13：30-15：30

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

教育の質保証と向上を図るため、関連する業界の企業や団体等から求められるニーズや意見を集約し、有益なものにつ
いては、次年度の教育課程編成に反映させる。また授業内容の改善、工夫を随時していくことを基本方針とする。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

校長または副校長が招集し年2回以上開催する。各学科の当年及び次年以降の教育課程について、委員会において科
目編成や授業工夫・改善に関する意見を集約し、改めてカリキュラム会議において教育課程（案）を作成、職員会議・統括
会議を経て校長または副校長が最終決定する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

只隈 修一 株式会社日本旅行千葉支店
令和3年4月1日～

令和5年3月31日（2年）

令和3年6月25日現在

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（前期・後期各1回）

（開催日時（実績））

藤川 誠二
一般社団法人日本旅行業協会
関東支部千葉県地区委員会

令和3年4月1日～
令和5年3月31日（2年）

今関 真治 千葉都市モノレール株式会社
令和3年4月1日～

令和5年3月31日（2年）

酒井 大之 東日観光株式会社船橋支店
令和3年4月1日～

令和5年3月31日（2年）



研修名「ブライダル講師のための勉強会」
（連携企業等：ウエディングスビューティフル協会）
期間：令和2年8月6日（木）　　　　　対象：ブライダル科教員
内容：コロナウイルス影響下の中、婚礼業界の減少と今後について、ブライダル業界の動向を知る。
連携内容：当該協会は、ウエディング関連の研修・検定を実施しており、教員が研修を受講することで連携している。

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「ITSS体験セミナー」
（連携企業等：株式会社ビーコンラーニングサービス）
期間：令和2年8月18日（火）　　　　対象：教務室教員
内容：固定観念にとらわれず、思考の殻を破る方法を理解し、発散思考(様々な視点から物事を考えるために要素や選択
肢を思いつくだけ出力していく思考法)について学ぶ。
連携内容：当該企業は学校法人向けの研修を多く実施しており、教員が研修を受講することで連携している。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

教職員は、授業・学生に対する指導力向上、及び業界動向を捉え専攻分野の専門教育を深化させ、実務に関する知識修
得及び技能向上を図る。規則に則り、業務経験や能力に応じた適切な研修を計画的に受講する。また、業界に必要とされ
る各種検定取得等も推進する。受講後は、定められた報告書とともに学内においてフィードバックを行い、今後の学生指
導・授業運営・教育課程編成に活用することを基本方針とする。
（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「すららで始める学び改革実践セミナー」
（連携企業等：株式会社すららネット）
期間：令和3年3月3日（水）　　　　　対象：教務室教員
内容：オンライン教材を活用することで学生一人一人の課題点に個別対応する方法や、全ての学びの基礎となる読解力
を向上させる方法を学ぶ。
連携内容：当該企業は学校法人向けの研修を多く実施しており、教員が研修を受講することで連携している。

企業実習
ブライダル企業等に出向き、婚礼のサービスを現場で学び
ながら社会人としてのマナーも習得して技術的・精神的な
成長を目指す。

リゾートトラスト株式会社(エクシブ
伊豆、エクシブ浜名湖)他

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

観光業界の動向やニーズを捉え、企業と教育内容、指導方法等連携し、職業に必要な実務及び専門知識を育成するため
の演習及び実技等を行うことで業界で活躍する人材育成をすることを基本方針とする。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

■演習・実技
教員（企業）は観光業界に必要とされる科目について実務に対する最新の知識を持ち、演習及び実技等における教育内
容、指導方法、評価方法、課題・教材について学校と連携し、授業の運営にを行い、成績評価・単位認定を行う。更なる工
夫等を行えるよう修了後も連携し、改善を行っていく。
■実習
受け入れ先企業と実習実施前に打合せを行い、実習内容の詳細を決定、協定書等の取り交わし、学修成果の指標等に
ついて定める。実習期間中についても、随時各企業と連絡を取り合い、巡回し、学生の実習状況を直接確認するとともに、
企業担当者と情報交換を行う。実習修了時には、企業担当者による評価を踏まえ、担当教員が成績評価・単位認定を行
う。
（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

車イス利用者・障がい者への対応の知識やLGBT知識等、多様性に関する知識をスポット的にでも得られる機会が必要と
の意見を受け、ユニバーサルマナー3・2級受験を必修として導入する。



（９）法令等の遵守
（9）法令等の遵守
　　-法令基準等の遵守、個人情報保護、学校評価

（６）教育環境
（6）教育環境
　　-施設・設備等、学外実習・インターンシップ等、防災・安全管理

（７）学生の受入れ募集
（7）学生の受け入れ募集
　　-学生募集活動、入学選考、学納金

（８）財務
（8）財務
　　-財務基盤、予算・収支計画、監査、財務情報の公開

（３）教育活動
（3）教育活動
　　-目標の設定、教育方法・評価等、成績評価・単位認定等、
　　　免許・資格取得の指導体制、教員・組織

（４）学修成果
（4）学修成果
　　-就職率、免許・資格の取得率、卒業生・在校生の社会的評価
　　　評価目標

（５）学生支援
（5）学生支援
　　-就職等進路、中途退学への対応、学生相談、学生生活、
　　　保護者との連携、卒業生・社会人、高校との連携

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標
（1）教育理念・目標
　　-理念・目的・育成人材像、特色のある教育活動、将来構想

（２）学校運営
（2）学校運営
　　-運営方針、事業計画、運営組織、コンプライアンス、
　　　情報公開、情報システム

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「SDGs入門セミナー」
[連携企業等：株式会社Drop]
期間：令和3年9月（詳細日時未発表）　　　　　対象：教務室教員
内容：ビジネスの世界において、共通言語となったSDGsについて、企業の取り組む事例や、取り組み方法を学ぶ。
連携内容：当該企業は、各種セミナーを行っており、教員が研修を受講することで連携している。

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

「専修学校における学校評価ガイドライン」に則り、学校が評価項目を設定し、自己評価を行う。自己評価結果は、地域や
企業等委員で構成された学校関係者評価委員会において客観的な評価を受ける。全ての評価結果は専攻分野の教育活
動及びその他学校運営の改善や工夫に活かしていく。また、自己評価、学校関係者評価ならびに改善方策等はホーム
ページに公開し、広く社会へ公表することを基本方針とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「GOOD WEDDING AWARD2021」
(連携企業等：リクルートブライダル総研)
期間：令和2年8月25日（火）　　　　　 対象：ブライダル科教員
内容：業界人が作る業界最高峰のウエディングプランニングを学ぶ。
連携内容： 当該企業はブライダル全般に対する研究を重ねており、教員が研修を受講することで連携している。



種別

地域

地域

企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員

（５）様々な教育活動・教育環境 クラブ・サークル、スクールイベント

（２）各学科等の教育
在籍数・卒業後の進路、就職先企業、入学者の受け入れ方針
学科・コースの教育、目指す資格・検定一覧、資格レポート
主要資格・検定合格率一覧、カリキュラム（シラバス）

（３）教職員
教職員（教職員数、組織図、教員の専門性に関する情報）
教職員研修

（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリアプラン、就職支援、企業実習

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学園情報、学校基本情報、経営方針、危機管理への取組状況

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL : https://www.ithb.ac.jp/information/
公表時期：令和3年10月末頃公表予定

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和3年6月25日現在

名　前 所　　　属 任期

原田 正隆

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」に則り、社会全体への情報提供し、説明責任を遂行する。
また、企業との連携に資するため、特色ある教育活動及び学校運営に関する正確かつ適切な情報を積極的に提供する。
情報やデータについては、収集・整理・更新を組織的に行い、継続的に質の保証・向上に向けて情報提供へ取り組むこと
を基本方針とする。
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

岩崎 正佳 株式会社両総観光
令和2年4月1日～
令和4年3月31日（2年）

齊藤 信也 ＡＮＡスカイビルサービス株式会社
令和3年4月1日～
令和5年3月31日（2年）

千葉市民活動支援センター
令和3年4月1日～
令和5年3月31日（2年）

小亀 さおり 元公務員
令和3年4月1日～
令和5年3月31日（2年）

今関 真治 千葉都市モノレール株式会社
令和3年4月1日～
令和5年3月31日（2年）

横山 隆

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

障がいについては目に見えるもの・見えないものいずれもあるが、身近に様々な障がいを持つ方がいることを認識するこ
とが大切という意見を頂戴した。ブライダル科では新たに導入するユニバーサルマナーにおいて、障がいについての知見
を深められるような授業内容とする。

（１１）国際交流
（11）国際交流
　　-留学生の受け入れ、留学生指導

（１０）社会貢献・地域貢献
（10）社会貢献・地域貢献
　　-社会貢献・地域貢献、ボランティア

株式会社千葉京成ホテル
令和3年4月1日～
令和5年3月31日（2年）



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL : https://www.ithb.ac.jp/information/

（１１）その他 学則

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 財務状況

（９）学校評価
自己評価、学校関係者評価、教育課程編成委員会議事録
学校関係者評価委員会議事録

（１０）国際連携の状況 留学生ホームページ、海外交流、留学制度

（６）学生の生活支援 学生サポート

（７）学生納付金・修学支援 学納金、学費サポート
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○
ホ ス ピ タ リ
ティⅠ･Ⅱ

様々なワークを通して「相手の立場に立っ
て考え、相手を慮る心」であるホスピタリ
ティマインドを育成し、あらゆるタイプの
人とも上手に交流できるようになる人材を
育成する。

1
通

30 2 ○ ○ ○

○

ビ ジ ネ ス コ
ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン Ⅰ ・
Ⅱ・Ⅲ

社会人として、必要なビジネスマナーを理
解・実行できることを目標に、挨拶や言葉
遣い、接遇を学ぶ。

1
前
2
通

45 3 ○ △ ○ ○

○
Let's Speak
English Ⅰ・
Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

異なる国や文化の人々と積極的なコミュニ
ケーションをとるために、シンプルなキー
センテンスを応用して使えるような会話・
リスニング・アクティビティを練習する。

1
通
2
通

60 4 ○ ○ ○

○
キャリアデザ
インⅠ・Ⅱ・
Ⅲ

自己分析や、社会の中での自分の強みや他
者理解を学び、就職活動だけではなく、学
生生活や対人関係、将来の仕事などに必要
な姿勢を養い、社会に必要とされる人材を
育成する。

1
通
2
前

120 8 ○ ○ ○

○ パソコン

パソコン検定３級以上の入力速度アップを
目標とし、ワード・エクセルを含めたパソ
コン操作の基本を、例題作成を通して習得
する。

1
前

15 1 ○ ○ ○

○
就職筆記対策
Ⅰ･Ⅱ

就職試験に多く用いられるSPI対策を中心に
行い、就職活動における採用試験の“絞り
込み”に勝ち残る基礎学力と、仕事をする
上で必要な基礎学力を身につける。

1
通

30 2 ○ ○ ○

○
脳力開発Ⅰ･
Ⅱ

心身ともに健康な状態で社会人として長く
活躍できるよう、メンタルトレーニングを
中心とした脳の働き（脳力）を高める実践
方法を学ぶ。

2
通

30 2 ○ ○ ○

○
卒業研究Ⅰ･
Ⅱ

自身が興味のある観光関連のテーマを決
め、レポートを作成する。今まで学校で学
び得た知識や経験などから情報を集め研究
する。講師から指導を受けながら卒業まで
にまとめ、研究成果を発表する。

2
通

60 4 ○ ○ ○

○ 国際交流

校内で異文化に触れることが出来る環境を
活かし、留学生との交流を通して「文化」
「習慣」の違いを学び、お互いへの理解を
深めることを目的とする。

2
後

15 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（商業実務専門課程ブライダル科ウェディングプランナーコース）令和3年度
分類
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○
ブ ラ イ ダ ル
ベ ー シ ッ ク
Ⅰ・Ⅱ

挙式・披露宴の流れとその意味やブライダ
ルの本質と魅力を考え、ブライダルの歴史
を通して「結婚式」の変遷を考察し、現在
のブライダル事情について学習する。

1
通

30 2 ○ ○ ○

○
ブ ラ イ ダ ル
ファッション
洋装Ⅰ・Ⅱ

ブライダル業界で活躍する為に必要なブラ
イダルファッションを学び、知識とマナー
の両方を習得する。

1
通

30 2 ○ ○ ○

○
セルフビュー
ティⅠ・Ⅱ

ヘアメイクを基本から学び、自分自身の華
やかさを引き出す技術を身に付ける。ま
た、ホテル･ブライダル業界において必要な
好印象でバランスの良いヘアメイク技術を
習得する。

1
通

60 4 ○ ○ ○

○
BC技能検定対
策Ⅰ・Ⅱ

ブライダル業界についての理解を深めると
ともに、国家検定「ブライダルコーディ
ネート技能検定」合格を目指し筆記、実技
対策を行う。

1
通

30 2 ○ ○ ○

○
ブライダル業
界研究Ⅰ・Ⅱ

ブライダル業界への知識･理解を深め、業界
人になるための心得を学ぶ。また、海外
ウェディング研修に向けて必要な基礎知識
と異文化についても学ぶ。

1
通

35 2 ○ ○ ○

○
色彩検定Ⅰ･
Ⅱ

色の基礎を学習し、色彩検定3級合格を目指
して検定対策を行う。また、応用編として
実践的表現方法をテーマ別の作品作成を行
いながら学ぶ。

1
通

60 4 ○ ○ ○

○

イベントプロ
モ ー シ ョ ン
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・
Ⅳ

学園祭での成果発表等、校内イベントの企
画･運営･施行を行う。グループディスカッ
ション等で意見交換を行い、知識を共有し
ながら一つひとつのイベントを一丸となっ
て完成させる。

1
通
2
通

190 11 ○ ○ ○

○ 業界ガイド

就職後の業界と職務への意識差異の発生を
防ぐ為に業界トレンドやマーケット等につ
いて学ぶ。また、ゲスト講話からプロス
タッフとしての心構えを学ぶ。

1
前

15 1 ○ ○ ○

○ 神前式研究

日本の伝統的な挙式スタイルである「神前
式」誕生の背景や、儀式の手順を学ぶとと
もに、見合い・結納など日本の慣習につい
て学習する。

1
前

15 1 ○ ○ ○
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○ 料理解説
披露宴サービスやレストラン業務時に必要
となるフランス料理･中国料理･日本料理等
の基本知識を習得する。

1
前

15 1 ○ ○ ○

○
バンケットオ
ペレーション
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

サービスマンとしての礼儀作法や、サービ
ス用語を中心に基礎知識を身に付けて企業
実習に向けた最低限の技術を習得する。

1
通
2
前

60 3 ○ ○ ○

○
宿泊オペレー
シ ョ ン Ⅰ ・
Ⅱ・Ⅲ

ホテル宿泊部門の組織を理解し、企業実習
に向けての基礎を学び、ホテルの基本商品
である客室について知ることで客室管理業
務や、客室販売業務についての理解を深め
る。

1
通
2
前

45 3 ○ ○ ○

○
ブライダル総
論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

式場の選定から成約までのゲストの動きや
打ち合わせの進め方の学習及び商品アイテ
ムについての知識の習得によりウェディン
グプランナーの役割を理解する。

1
後
2
通

45 3 ○ ○ ○

○
ブ ラ イ ダ ル
セールスⅠ・
Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

挙式・披露宴・結納・婚約式等の本質を理
解し、意味や魅力を考え伝えるコミュニ
ケーション力や、接客技術を実技形式で習
得する。

1
通
2
通

105 7 ○ ○ ○

○
ブ ラ イ ダ ル
ムービーⅠ・
Ⅱ・Ⅲ

映像を使った広告宣伝や情報発信などに関
する知識を習得する。また、実際に撮影編
集を通して制作の流れを体験し、情報発信
能力の向上を図る。

1
前
2
通

45 3 ○ ○ ○

○
ブ ラ イ ダ ル
フ ォ ト Ⅰ ・
Ⅱ・Ⅲ

ブライダル業界の中でのカメラマンの役割
やブライダルフォトの基本知識を身につ
け、実際の撮影の経験を通して学ぶ。

1
前
2
通

45 3 ○ ○ ○

○
話 し 方 入 門
Ⅰ・Ⅱ

話し方の基礎を学び、表現する力を養う。
また、披露宴全体の進行役としてのスキル
を身につけ、ブライダル業界に携わる話し
方の基本を学ぶ。

1
後
2
前

30 2 ○ ○ ○

○
ブライダルサ
ウンド

心地よく過ごせる音の空間を提供する技
術、パーティーのコンセプトや雰囲気に合
わせたコーディネートができる知識やセン
スを身につける。

1
後

15 1 ○ ○ ○
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○
Wedding
English
Ⅰ・Ⅱ

日本におけるウエディングの慣習を英語で
表現できるようになる。また、ウエディン
グビジネスで必要な語彙を用いて実際にア
クティブな学習をする。

2
通

30 2 ○ ○ ○

○
ブ ラ イ ダ ル
ファッション
和装Ⅰ・Ⅱ

基礎的な和装の知識を学び、花嫁や花婿及
びその親族にまで適切なアドバイスが出来
る様になる。また、和装の知識をより深め
て「着物文化検定」の合格につなげる。

2
通

30 2 ○ ○ ○

○
空間コーディ
ネートⅠ・Ⅱ

カラーコーディネートの基礎知識を学び、
ブライダルプランナーとしてカラーアドバ
イザーの視点を身につける。また、ライフ
ケアカラー検定合格を目指し対策を行う。

2
通

60 4 ○ ○ ○

○ 飲料解説

ブライダルにおける飲料の基礎知識の理解
を深める。また、オリジナルカクテルの創
作を通してバーテンダーやソムリエの業務
内容を学ぶ。

2
前

15 1 ○ ○ ○

○
海外ウェディ
ング研究

近年人気が高まっている海外ウエディング
について、国内ウエディングとの違いや海
外事情等を理解する。また、旅行や手配の
知識も身につける。

2
前

15 1 ○ ○ ○

○
イベントメイ
ク

ドレスのデザインやイベントシーンに合わ
せたボディジュエリー・ボディーペイント
等のシーンに欠かせない多種多様なメイク
アップ技術を学ぶ。

2
前

30 1 ○ ○ ○

○
日本の作法と
文化

しきたりとして受け継がれてきた日本古来
の伝統文化やその由来を正しく知り、伝承
して行くことを目的とし、その知識を日常
生活において実践出来る力を修得する。

2
前

15 1 ○ ○ ○

○
ドレスフィッ
ティング

ドレスを美しく着付ける為のフィッティン
グ技術や豊富な商品知識を身につける。ま
た、花婿のフィッティングも同時に学び、
トータルコーディネートできる技量を修得
する。

2
前

30 1 ○ ○ ○

○
ブライダルフ
ラワー

花についての基礎知識から学び、ブライダ
ルの中での花の役割を理解するとともに、
生花やアーティフィシャルフラワーを用い
た実習を通して花に親しむ。

2
後

30 2 ○ ○ ○
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○ 和装着付け
「きもの」の着付けについて学ぶ。また、
日本文化への理解を深め、マナーや立ち居
振る舞いについても学ぶ。

2
後

30 1 ○ ○ ○

○ ワイン入門

ワインの分類やそれぞれの特徴、料理に合
わせた選び方等を学ぶ。また、ワイン以外
の飲料の基礎知識も学び、TPOに合わせたお
酒の選び方や役割を知る。

2
後

15 1 ○ ○ ○

○
ジュエリー入
門

ブライダルジュエリーを中心に主要な宝
石・貴金属の基礎を学び、ブライダル業界
でもジュエリー業界でも使える知識を身に
つける。

2
前

15 1 ○ ○ ○

○ 企業実習

ブライダル企業等に出向き、婚礼のサービ
スを現場で学びながら社会人としてのマ
ナーも習得して技術的・精神的な成長を目
指す。

1
後

180 5 ○ ○ ○ ○

　40科目合計 1770単位時間 ( 105単位 )

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

1. 卒業基準単位の取得、2.　定められた期日までに学費を納入
１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 15週

（留意事項）



【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

ブライダルコーディ
ネート技能検定（3

級）
13 8

人
人
人
％

■卒業者に占める就職者の割合

％

（令和 2

1 名 4 ％

国際トラベル・ホテル・ブ
ライダル専門学校

平成5年3月25日 矢口 博士
〒260-0021　千葉県千葉市中央区新宿2-11-12

（電話） 043-242-0466

（別紙様式４）

令和 3年 6月 25日※1
（前回公表年月日：令和2年7月31日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人中村学園 昭和41年8月15日 中村 洋子
〒260-0021　千葉県千葉市中央区新宿2-14-13

（電話）

商業実務 商業実務専門課程 ブライダル科ビューティスタイリストコース 平成27年2月19日 -

学科の目的
企業と連携して行う授業科目を取り入れ、業界全般の専門知識、技術力、ホスピタリティ・マインドを身に付ける教育課程とし、即戦力として活躍する意思
と能力を持った人材を育成し、多様化し続ける業界に対応できる逞しい人材を輩出することを目的とする。

043-242-0467
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成30年2月28日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

0 0
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
1770 420 1170 180

学期制度
■前期 ：   4月1日～9月30日
■後期 ： 10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
各学年、各学期毎に評価試験・出席率・平常点に基づいて
行う。成績の評定は、A=優・B=良・C＝可・D＝不可・Q=再認
定で行い、A～C・Q評価を「認定」、D評価を「不認定」とす
る。4段階評価が困難な場合には、R評価を「認定」、D評価
を「不認定」とする。不認定となった科目で再評価されたもの
はQ評価とする。

160人 21人 0人 26人の内数5人 104人の内数34人 130人の内数39人

長期休み
■夏期 ：   8月  1日～8月31日
■冬期 ： 12月26日～1月  5日
■春期 ：   3月21日～4月10日

卒業・進級
条件

1. 【卒業】各科で規定する卒業基準単位を取得する。
　 【進級】各学期における各科規定単位を全て取得する。
2. 所定の期日までに学費を納入する。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 ・生徒会組織（SAM)によるイベント立案、実行

・小学生職業体験会（キッズハッピープロジェクト）の
　サポートスタッフ
・スポーツ大会実行委員
・学園祭実行委員

各期においてクラス担任による面談を実施。その他、随時必
要に応じて個人面談及び保護者面談も行う。学生状況は全職
員に学生システム及び会議内で共有され、各室連携し、対応
する。 ■サークル活動： 有

就職等の
状況※２

■主な就職先、業界等（令和1年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

ブライダル業界等
（令和2年度卒業者に関する令和3年5月1日時点の情報）

15 10■就職希望者数 12
■就職者数 12

■就職指導内容
専任の就職担当による徹底した個別指導を通じて、各学生の
希望や特性に合った企業紹介から進路決定に至るまで一貫
指導を行う。就職活動を成功に導くための各種プログラム及
び教育課程を編成している。

■卒業者数 15
認定ドレスコーディ

ネーター検定

■その他
なし ■自由記述欄

なし

年度卒業者に関する

令和3年5月1日 時点の情報）

■就職率　　　　　　　　　： 100
フォーマルスペシャ
リスト検定（準２級）

14 13
： 80

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率
令和2年4月1日時点において、在学者27名（令和2年4月1日入学者を含む）
令和3年3月31日時点において、在学者26名（令和3年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

ブライダル業界への就職意欲喪失　 1人

■中退防止・中退者支援のための取組
学生面談において、学生状況の把握を行い早期解決に向けた取り組みを行う。保護者面談等を実施し、全教職員で学生システム及び会議
内で共有し、各室連携して対応に当たる。なお、経済的理由の場合には、各学期において夜間部への転科を認めており、クラス不適合等の
場合は、夜間部を含めた転科（コース）を認める場合がある。また、学生相談のためのスクールカウンセラーを配置し、学外においてカウンセ
リングの場を提供している。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
　・ホスピタリティ特待生制度 ： 入学時ならびに2年進級時に能力・人格ともに優れており、他の模範となる学生を特待生として選出。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　授業料の一部を免除する制度。

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://www.ithb.ac.jp/course/bridal/



種別

①

③

③

③

③

③

③

③

③

③

③

③

①

（年間の開催数及び開催時期）

令和3年4月1日～
令和5年3月31日（2年）

山田 将人 株式会社エコーパートナーズ
令和3年4月1日～

令和5年3月31日（2年）

飛田 和子 公益社団法人日本ブライダル文化振興協会
令和2年4月1日～

令和4年3月31日（2年）

加藤 哲也 シティパークアンドサービス株式会社
令和3年4月1日～

令和5年3月31日（2年）

風間 昭彦 ホテルニューオータニ幕張
令和3年4月1日～

令和5年3月31日（2年）

山下 裕乃 株式会社オータパブリケイションズ
令和3年4月1日～

令和5年3月31日（2年）

令和3年6月25日現在

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

教育の質保証と向上を図るため、関連する業界の企業や団体等から求められるニーズや意見を集約し、有益なものにつ
いては、次年度の教育課程編成に反映させる。また授業内容の改善、工夫を随時していくことを基本方針とする。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

校長または副校長が招集し年2回以上開催する。各学科の当年及び次年以降の教育課程について、委員会において科
目編成や授業工夫・改善に関する意見を集約し、改めてカリキュラム会議において教育課程（案）を作成、職員会議・統括
会議を経て校長または副校長が最終決定する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

藤川 誠二
一般社団法人日本旅行業協会
関東支部千葉県地区委員会

令和3年4月1日～
令和5年3月31日（2年）

今関 真治 千葉都市モノレール株式会社
令和3年4月1日～

令和5年3月31日（2年）

酒井 大之 東日観光株式会社船橋支店

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

令和3年4月1日～
令和5年3月31日（2年）

只隈 修一 株式会社日本旅行千葉支店
令和3年4月1日～

令和5年3月31日（2年）

伊藤 弘美 イオンモールキッズドリーム合同会社
令和3年4月1日～

令和5年3月31日（2年）

石井 光彦 株式会社旅行綜研
令和3年4月1日～

令和5年3月31日（2年）

鈴木 繁 株式会社ジャッツ 成田空港事務所
令和2年4月1日～

令和4年3月31日（2年）

磯辺 真紀江 一般財団法人成田空港振興協会

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（前期・後期各1回）

第2回 ： 令和4年1月24日（月）　13：30-15：30　予定

（開催日時（実績））
【令和2年度】
第1回 ： 令和2年7月20日（月）　10：30-12：30
第2回 ： 令和3年3月8日（月）　13：30-15：30
【令和3年度】
第1回 ： 令和3年9月9日（木）　13：30-15：30



（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

■演習・実技
教員（企業）は観光業界に必要とされる科目について実務に対する最新の知識を持ち、演習及び実技等における教育内
容、指導方法、評価方法、課題・教材について学校と連携し、授業の運営にを行い、成績評価・単位認定を行う。更なる工
夫等を行えるよう修了後も連携し、改善を行っていく。
■実習
受け入れ先企業と実習実施前に打合せを行い、実習内容の詳細を決定、協定書等の取り交わし、学修成果の指標等に
ついて定める。実習期間中についても、随時各企業と連絡を取り合い、巡回し、学生の実習状況を直接確認するとともに、
企業担当者と情報交換を行う。実習修了時には、企業担当者による評価を踏まえ、担当教員が成績評価・単位認定を行
う。
（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

車イス利用者・障がい者への対応の知識やLGBT知識等、多様性に関する知識をスポット的にでも得られる機会が必要と
の意見を受け、ユニバーサルマナー3・2級受験を必修として導入する。

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

観光業界の動向やニーズを捉え、企業と教育内容、指導方法等連携し、職業に必要な実務及び専門知識を育成するため
の演習及び実技等を行うことで業界で活躍する人材育成をすることを基本方針とする。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

教職員は、授業・学生に対する指導力向上、及び業界動向を捉え専攻分野の専門教育を深化させ、実務に関する知識修
得及び技能向上を図る。規則に則り、業務経験や能力に応じた適切な研修を計画的に受講する。また、業界に必要とされ
る各種検定取得等も推進する。受講後は、定められた報告書とともに学内においてフィードバックを行い、今後の学生指
導・授業運営・教育課程編成に活用することを基本方針とする。

企業実習
ブライダル企業等に出向き、婚礼のサービスを現場で学び
ながら社会人としてのマナーも習得して技術的・精神的な
成長を目指す。

リゾートトラスト株式会社(エクシブ
伊豆、エクシブ浜名湖)他

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「ブライダル講師のための勉強会」
（連携企業等：ウエディングスビューティフル協会）
期間：令和2年8月6日（木）　　　　　対象：ブライダル科教員
内容：コロナウイルス影響下の中、婚礼業界の減少と今後について、ブライダル業界の動向を知る。
連携内容：当該協会は、ウエディング関連の研修・検定を実施しており、教員が研修を受講することで連携している。

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「ITSS体験セミナー」
（連携企業等：株式会社ビーコンラーニングサービス）
期間：令和2年8月18日（火）　　　　対象：教務室教員
内容：固定観念にとらわれず、思考の殻を破る方法を理解し、発散思考(様々な視点から物事を考えるために要素や選択
肢を思いつくだけ出力していく思考法)について学ぶ。
連携内容：当該企業は学校法人向けの研修を多く実施しており、教員が研修を受講することで連携している。

研修名「すららで始める学び改革実践セミナー」
（連携企業等：株式会社すららネット）
期間：令和3年3月3日（水）　　　　　対象：教務室教員
内容：オンライン教材を活用することで学生一人一人の課題点に個別対応する方法や、全ての学びの基礎となる読解力
を向上させる方法を学ぶ。
連携内容：当該企業は学校法人向けの研修を多く実施しており、教員が研修を受講することで連携している。



（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「GOOD WEDDING AWARD2021」
(連携企業等：リクルートブライダル総研)
期間：令和2年8月25日（火）　　　　　 対象：ブライダル科教員
内容：業界人が作る業界最高峰のウエディングプランニングを学ぶ。
連携内容： 当該企業はブライダル全般に対する研究を重ねており、教員が研修を受講することで連携している。

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「SDGs入門セミナー」
[連携企業等：株式会社Drop]
期間：令和3年9月（詳細日時未発表）　　　　　対象：教務室教員
内容：ビジネスの世界において、共通言語となったSDGsについて、企業の取り組む事例や、取り組み方法を学ぶ。
連携内容：当該企業は、各種セミナーを行っており、教員が研修を受講することで連携している。

（６）教育環境
（6）教育環境
　　-施設・設備等、学外実習・インターンシップ等、防災・安全管理

（７）学生の受入れ募集
（7）学生の受け入れ募集
　　-学生募集活動、入学選考、学納金

（８）財務
（8）財務
　　-財務基盤、予算・収支計画、監査、財務情報の公開

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

「専修学校における学校評価ガイドライン」に則り、学校が評価項目を設定し、自己評価を行う。自己評価結果は、地域や
企業等委員で構成された学校関係者評価委員会において客観的な評価を受ける。全ての評価結果は専攻分野の教育活
動及びその他学校運営の改善や工夫に活かしていく。また、自己評価、学校関係者評価ならびに改善方策等はホーム
ページに公開し、広く社会へ公表することを基本方針とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（３）教育活動
（3）教育活動
　　-目標の設定、教育方法・評価等、成績評価・単位認定等、
　　　免許・資格取得の指導体制、教員・組織

（４）学修成果
（4）学修成果
　　-就職率、免許・資格の取得率、卒業生・在校生の社会的評価
　　　評価目標

（５）学生支援
（5）学生支援
　　-就職等進路、中途退学への対応、学生相談、学生生活、
　　　保護者との連携、卒業生・社会人、高校との連携

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標
（1）教育理念・目標
　　-理念・目的・育成人材像、特色のある教育活動、将来構想

（２）学校運営
（2）学校運営
　　-運営方針、事業計画、運営組織、コンプライアンス、
　　　情報公開、情報システム

（９）法令等の遵守
（9）法令等の遵守
　　-法令基準等の遵守、個人情報保護、学校評価



種別

地域

地域

企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員

小亀 さおり 元公務員
令和3年4月1日～
令和5年3月31日（2年）

（１０）社会貢献・地域貢献
（10）社会貢献・地域貢献
　　-社会貢献・地域貢献、ボランティア

（１１）国際交流
（11）国際交流
　　-留学生の受け入れ、留学生指導

障がいについては目に見えるもの・見えないものいずれもあるが、身近に様々な障がいを持つ方がいることを認識するこ
とが大切という意見を頂戴した。ブライダル科では新たに導入するユニバーサルマナーにおいて、障がいについての知見
を深められるような授業内容とする。

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和3年6月25日現在

名　前 所　　　属 任期

原田 正隆 千葉市民活動支援センター
令和3年4月1日～
令和5年3月31日（2年）

「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」に則り、社会全体への情報提供し、説明責任を遂行する。
また、企業との連携に資するため、特色ある教育活動及び学校運営に関する正確かつ適切な情報を積極的に提供する。
情報やデータについては、収集・整理・更新を組織的に行い、継続的に質の保証・向上に向けて情報提供へ取り組むこと
を基本方針とする。
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学園情報、学校基本情報、経営方針、危機管理への取組状況

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL : https://www.ithb.ac.jp/information/
公表時期：令和3年10月末頃公表予定

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

（５）様々な教育活動・教育環境 クラブ・サークル、スクールイベント

（２）各学科等の教育
在籍数・卒業後の進路、就職先企業、入学者の受け入れ方針
学科・コースの教育、目指す資格・検定一覧、資格レポート
主要資格・検定合格率一覧、カリキュラム（シラバス）

（３）教職員
教職員（教職員数、組織図、教員の専門性に関する情報）
教職員研修

（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリアプラン、就職支援、企業実習

千葉都市モノレール株式会社
令和3年4月1日～
令和5年3月31日（2年）

横山 隆 株式会社千葉京成ホテル
令和3年4月1日～
令和5年3月31日（2年）

岩崎 正佳 株式会社両総観光
令和2年4月1日～
令和4年3月31日（2年）

齊藤 信也 ＡＮＡスカイビルサービス株式会社
令和3年4月1日～
令和5年3月31日（2年）

今関 真治



（６）学生の生活支援 学生サポート

（７）学生納付金・修学支援 学納金、学費サポート

（１１）その他 学則

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL : https://www.ithb.ac.jp/information/

（８）学校の財務 財務状況

（９）学校評価
自己評価、学校関係者評価、教育課程編成委員会議事録
学校関係者評価委員会議事録

（１０）国際連携の状況 留学生ホームページ、海外交流、留学制度
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○
ホ ス ピ タ リ
ティⅠ･Ⅱ

様々なワークを通して「相手の立場に立っ
て考え、相手を慮る心」であるホスピタリ
ティマインドを育成し、あらゆるタイプの
人とも上手に交流できるようになる人材を
育成する。

1
通

30 2 ○ ○ ○

○

ビ ジ ネ ス コ
ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン Ⅰ ・
Ⅱ・Ⅲ

社会人として、必要なビジネスマナーを理
解・実行できることを目標に、挨拶や言葉
遣い、接遇を学ぶ。

1
前
2
通

45 3 ○ △ ○ ○

○
Let's Speak
English Ⅰ・
Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

異なる国や文化の人々と積極的なコミュニ
ケーションをとるために、シンプルなキー
センテンスを応用して使えるような会話・
リスニング・アクティビティを練習する。

1
通
2
通

60 4 ○ ○ ○

○
キャリアデザ
インⅠ・Ⅱ・
Ⅲ

自己分析や、社会の中での自分の強みや他
者理解を学び、就職活動だけではなく、学
生生活や対人関係、将来の仕事などに必要
な姿勢を養い、社会に必要とされる人材を
育成する。

1
通
2
前

120 8 ○ ○ ○

○ パソコン

パソコン検定３級以上の入力速度アップを
目標とし、ワード・エクセルを含めたパソ
コン操作の基本を、例題作成を通して習得
する。

1
前

15 1 ○ ○ ○

○
就職筆記対策
Ⅰ･Ⅱ

就職試験に多く用いられるSPI対策を中心に
行い、就職活動における採用試験の“絞り
込み”に勝ち残る基礎学力と、仕事をする
上で必要な基礎学力を身につける。

1
通

30 2 ○ ○ ○

○
脳力開発Ⅰ･
Ⅱ

心身ともに健康な状態で社会人として長く
活躍できるよう、メンタルトレーニングを
中心とした脳の働き（脳力）を高める実践
方法を学ぶ。

2
通

30 2 ○ ○ ○

○
卒業研究Ⅰ･
Ⅱ

自身が興味のある観光関連のテーマを決
め、レポートを作成する。今まで学校で学
び得た知識や経験などから情報を集め研究
する。講師から指導を受けながら卒業まで
にまとめ、研究成果を発表する。

2
通

60 4 ○ ○ ○

○ 国際交流

校内で異文化に触れることが出来る環境を
活かし、留学生との交流を通して「文化」
「習慣」の違いを学び、お互いへの理解を
深めることを目的とする。

2
後

15 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（商業実務専門課程ブライダル科ビューティスタイリストコース）令和3年度
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（商業実務専門課程ブライダル科ビューティスタイリストコース）令和3年度
分類
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携

〇
ブ ラ イ ダ ル
ベ ー シ ッ ク
Ⅰ･Ⅱ

挙式・披露宴の流れとその意味やブライダ
ルの本質と魅力を考え、ブライダルの歴史
を通して「結婚式」の変遷を考察し、現在
のブライダル事情について学習する。

1
通

30 2 ○ ○ ○

〇
セルフビュー
ティⅠ･Ⅱ

ヘアメイクを基本から学び、自分自身の華
やかさを引き出す技術を身に付ける。ま
た、ホテル･ブライダル業界において必要な
好印象でバランスの良いヘアメイク技術を
習得する。

1
通

60 4 ○ ○ ○

〇
色彩検定Ⅰ･
Ⅱ

色の基礎を学習し、色彩検定3級合格を目指
して検定対策を行う。また、応用編として
実践的表現方法をテーマ別の作品作成を行
いながら学ぶ。

1
通

60 4 ○ ○ ○

〇
ブライダル業
界研究Ⅰ･Ⅱ

ブライダル業界への知識･理解を深め、業界
人になるための心得を学ぶ。また、海外
ウェディング研修に向けて必要な基礎知識
と異文化についても学ぶ。

1
通

35 2 ○ ○ ○

〇
BC技能検定対
策Ⅰ･Ⅱ

ブライダル業界についての理解を深めると
ともに、国家検定「ブライダルコーディ
ネート技能検定」合格を目指し筆記、実技
対策を行う。

1
通

30 2 ○ ○ ○

〇

ブ ラ イ ダ ル
ファッション
洋装Ⅰ･Ⅱ ･
Ⅲ･Ⅳ

ドレスデザインや小物･装飾等のブライダル
ファッションについて学ぶ。また、衣装の
受注や商品管理といった実践的な知識や裁
縫の基本的な技術も習得する。

1
通
2
通

60 4 ○ ○ ○

〇
ブ ラ イ ダ ル
ファッション
和装Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ

日本の伝統衣装である和装の知識を基礎か
ら身につけ、きもの文化検定の取得に繋げ
る。また、和装と通過儀礼の関わりを学ぶ
ことで日本文化への理解を深める。

1
通
2
前

45 3 ○ ○ ○

〇
イベントプロ
モ ー シ ョ ン
Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ

学園祭での成果発表等、校内イベントの企
画･運営･施行を行う。グループディスカッ
ション等で意見交換を行い、知識を共有し
ながら一つひとつのイベントを一丸となっ
て完成させる。

1
通
2
通

190 11 ○ ○ ○

〇 業界ガイド

就職後の業界と職務への意識差異の発生を
防ぐ為に業界トレンドやマーケット等につ
いて学ぶ。また、ゲスト講話からプロス
タッフとしての心構えを学ぶ。

1
前

15 1 ○ ○ ○
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〇
バンケットオ
ペレーション

サービスマンとしての礼儀作法や、サービ
ス用語などの基礎知識を学ぶ。また、料飲
接遇や立ち居振る舞い･会場のセッティング
等の実践的な技術の習得も目指す。

1
前

15 1 ○ ○ ○

〇 料理解説
披露宴サービスやレストラン業務時に必要
となるフランス料理･中国料理･日本料理等
の基本知識を習得する。

1
前

15 1 ○ ○ ○

〇
宿泊オペレー
ション

ホテル宿泊部門の組織を理解し、客室管理
業務について学ぶとともにホテルマンの心
構えを身につける。また、ベルマンの役割
と業務内容を学び、出迎えから退室までの
チェックインの流れを実践練習する。

1
前

15 1 ○ ○ ○

〇 神前式研究

日本の伝統的な挙式スタイルである「神前
式」誕生の背景や、儀式の手順を学ぶとと
もに、見合い・結納など日本の慣習につい
て学習する。

1
前

15 1 ○ ○ ○

〇
ドレスフィッ
ティング

ドレスを美しく着付ける為のフィッティン
グ技術と豊富な商品知識を身につける。ま
た、花婿のフィッティングも同時に学び、
トータルコーディネートをできる技量を修
得する。

1
後

30 1 ○ ○ ○

○
ブ ラ イ ダ ル
セールス

挙式・披露宴・結納・婚約式の本質を理解
し、意味や魅力を考え伝えるコミュニケー
ション力や、接客技術を実技形式で習得す
る。

1
前

15 1 ○ ○ ○

〇
ブ ラ イ ダ ル
フォト

ブライダル業界の中でのカメラマンの役割
やブライダルフォトの基本知識を実際の撮
影を体験しながら学ぶ。

1
前

15 1 ○ ○ ○

〇 話し方入門

話し方の基礎を学び、表現する力･話し方の
マナーを身に付けて自己表現力を習得す
る。また、披露宴の進行役としてのスキル
等ブライダル業界に携わる為の話し方も身
につける。

1
後

15 1 ○ ○ ○

〇
ビューティ学
Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ

栄養素の知識や骨格･筋肉･呼吸等、メイク
アップ以外の美しく在る方法を学び、その
知識の自分なりな活かし方を見つけ出す。

1
後
2
通

45 3 ○ ○ ○
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〇
イベントプロ
モーションメ
イクⅠ･Ⅱ･Ⅲ

挙式・披露宴の模擬プランニングや小物合
わせ、ヘアアレンジを行う中でイベント
ショーなどでのトータルコーディネートを
学び、発想力や表現力、提案力を習得す
る。

1
後
2
通

45 3 ○ ○ ○

〇
ジュエリー入
門Ⅰ･Ⅱ

主要な宝石･貴金属の基礎を学ぶ。また、
ジュエリーの扱い方や着用方法、コーディ
ネート等のブライダル･ジュエリー業界の双
方で活かせる実践的な知識を身につける。

1
後
2
前

30 2 ○ ○ ○

〇
ブライダル総
論Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ

式場の選定から成約までのゲストの動きや
打ち合わせの進め方の学習及び商品アイテ
ムについての知識の習得によりウェディン
グプランナーの役割を理解する。

1
後
2
通

45 3 ○ ○ ○

〇
ブライダルフ
ラワー

花についての基礎知識から学び、ブライダ
ルの中での花の役割を理解するとともに、
生花やアーティフィシャルフラワーを用い
た実習を通して花に親しむ。

2
前

30 2 ○ ○ ○

〇
ドレスソーイ
ング

スタイリストとして基礎的な技術を習得
し、被服・小物のメンテナンスを臨機応変
に対応できる力を身につける。実技中心に
学び、各自オリジナルデザインのワンピー
スを制作する。

2
前

30 1 ○ ○ ○

〇
和 装 着 付 け
Ⅰ･Ⅱ

日本の伝統衣装であるきものの着付けを学
び、きものを通して日本文化への理解を深
めることでマナーや立ち居振る舞いを身に
着ける。また、他者を美しく着付ける技術
の習得を目指す。

2
通

60 4 ○ ○ ○

〇
ブ ラ イ ダ ル
ビ ュ ー テ ィ
Ⅰ･Ⅱ

ヘアメイクの大切さを学び、新婦のトータ
ルイメージに合わせてドレスや小物･ヘアメ
イクを提案できるようなバランス感覚を磨
く。

2
通

60 4 ○ ○ ○

〇
Wedding
EnglishⅠ･Ⅱ

日本におけるウエディングの慣習を英語で
表現できるようになる。また、ウエディン
グビジネスで必要な語彙を用いて実際にア
クティブな学習をする。

2
通

30 2 ○ ○ ○

〇
パーソナルカ
ラーⅠ･Ⅱ

パーソナルカラーの基礎から学習し、配色
レッスンやコラージュ作成等を通して実践
的な表現力の習得とクライアントのパーソ
ナルカラーに合わせたカラーコーディネー
ト提案が可能なスキルを身につける。

2
通

60 2 ○ ○ ○
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授業科目等の概要

（商業実務専門課程ブライダル科ビューティスタイリストコース）令和3年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
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・
学
期

授
　
業
　
時
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単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

〇 皮膚学Ⅰ･Ⅱ

皮膚の健康を保つために必要な知識を習得
し、皮膚の構造や生理機能との関係性、皮
膚トラブルの原因や対策を理解し適切なア
ドバイスができる力を身につける。

2
通

30 2 ○ ○ ○

〇
イベントメイ
クⅠ･Ⅱ

ボディメイクやボディジュエリーに関して
学び、イベントシーンに欠かせない多種多
様なメイクアップ技術を身につける。

2
通

60 4 ○ ○ ○

○ 企業実習

ブライダル企業等に出向き、婚礼のサービ
スを現場で学びながら社会人としてのマ
ナーも習得して技術的・精神的な成長を目
指す。

1
後

180 5 ○ ○ ○ ○

　　39科目合計 1770単位時間 ( 105単位 )

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

1. 卒業基準単位の取得、2.　定められた期日までに学費を納入
１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 15週

（留意事項）


